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ゆめつくる 11月29日{目}

フェスティパルで
新しし
いままで一頭しかいな
いと考えられていたヌマ
タネズミイルカに新しい
化石{右写真}が加わり
ました。新しい戚果を展
示します。是非、ご覧く
ださい!

上記の研究成果が日本古生物学会で公開されています(英文)。和文解説は先月の化石館
だよりをごらんください(裏面下を参照ください)。
http://www.palaeo-soc-japan.jp/download/PR_in_press/201 5PR026_ Tanaka.pdf 

化石体験館(幌新)は4目、冬季休館に入りました

クジラ類の専門家、フオーダイス博士と
ネットでつないでの講演会(ほろしん温泉にて)

夏特別展ヌマヲネズミイ
と発見者の山下教諭

←札幌ロイヤルセンチユリ
ホテルで展示されたヌマヲネ
ズミイルカと
ヌマヲカイギュウ。
講演会も行いました。

3年ぶりに骨化石を発見
した、札幌の小林吉ん
(取材を受けているととろ)→

占 f、の吉村氏
活苦手t¥l事きのρ クジラ化石を掘り出しています 学芸員田中嘉寛

沼回町で最も多い化石はクジラです。しかも、現代で
は死に絶えてしまった古いヲイプのヴジラであったこと
が、研究によって徐々に明らかになっています。

現在、研究を行うために、化石を石から掘り出す作業
「伊Jーニンゲ」を行っています。場所は厚生ヴ'J二、ノウ
前、沼回町化石館「レプリカ工房」です (写真1)。

化石ヴ'Jニンゲはヲガネとハンマ で余分な石を大ま
かに切り落とすことから始まります。表面に見える化石
が何か推定し(例えば、肋骨や背骨など)、石の切り
落としゃすい向きを調べてから作業を始めます。石はた
だ均一では有りません。かつて海で積み重なった土な
ので、割れやすい向きが確かにあります。しっかり観察
し、計画を立てることで効率よく作業を進めることができ
ます。

大きく石を切り落としたら、次は工アスヴライパーと呼
l<fれ、細かく振動する針を使って、骨に付いている石を
弾き飛ばしていきます。

現在作業中のウジラ化石は2000年に幌新太万別川
の上流で沼回町の松原一雄、利，告氏によって発見され
たもので、標本番号 NFL17として畳録されています(写
真乙 3)。

これは頭部も残されており、ヴジラの進
化を説明できる世界的に見ても重要な化
石です。

写真3 ヲローズアップした格子。肋骨が2本見えます。

ご存知でしたかっ

ぷみ， 

この化石館だよりのカラー肢は『沼田町化石館」ホームページでご覧頂けます。
ホーム>化石館について>出版物

ほかにも、沼田町から出ている化石、ヌマタネズミイルカの発掘など、
詳し〈わかる冊子シリーズもダウンロードできます。

， ，月 化石館の予定
1 1月15日 プラネタリウム(町民会館にて

1 6時より 無料)
1 1月29日 図書館フェスティバルに参加し

ます(ゆめつくる)
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化石館だよりは毎月第二本限日発行。次回は 12月 10日です。


